
自分の力をどのように社会に生

かすのか、そのためには何をど

う学んで行くべきなのか。文理

選択と進路調査をきっかけに自

分と真剣に向き合おう。 

高校生折り返し地点＝受験勉強

の開始。国数英の定着に加え、

模試も５教科型となる。授業全

てを吸収する集中力と、学習定

着の時間を確保する。 

ここまで定着させた知識や理解

を基に「思考力」を育もう。な

ぜそうなるのか、どうすれば答

えにたどり着くのか。この繰り

返しが応用力を磨く。 

今後の予定（進路行事・テスト・模試関係） 

９/９（土）～10（日） ３年進駿マーク模試 

９/14（木）  ２年大学模擬講義 

９/25（月）～28（木） 第 2回定例テスト 

10/７（土）  ３年進駿記述模試 

10/15（日）  ３年全統マーク模試（弘大会場） 

10/19（木）  １年職業人講話 

10/21（土）  ３年全統記述模試 

10/22（日）  ３年東北大オープン模試 

10/2７（金）～2８（土） ３年進駿マーク模試 

 

 各学年ともに文武両道に行事にと忙しかった１学期を経て、２学期の過ごし方が高校生活の熟成を左右

する。定めた目標に向かって一歩一歩着実に前進しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

石を穿つ - 進路通信第６号 - 

号- 

弘前中央高等学校進路指導部 

令和５年８月 28日（月）発行 

うが 

９月１４日（木）の５～７校時に２学年対象の大学模擬講義を実施します。この大学模擬講義では

「大学での学び」に直接触れ、学問についての理解を深め、今後の進路決定を行う上での一助となるこ

とを期待して設定しています。今回は函館から新潟までの各国公立大学の先生方に来ていただけるこ

とになりました。せっかくの機会ですので、各分野の「学問の面白さ」を、大学の先生方の熱量と共に

感じて欲しいと思います。また、模擬講義を受けた後はグループワークを実施して、直接大学の先生と

質疑応答をする時間もあります。大学の先生と話ができる機会は中々ありません。ぜひ講義を受ける前

にその分野について少しでも知識を入れておきましょう。その分野の知識があるとより興味関心が広

がり、質問しやすいと思います。自分が行っている探究に関する質問も良いかもしれません。今回の大

学模擬講義が皆さんにとって有意義な時間になることを願っています。 

 

                       ↑ （昨年度の様子） ↑      

昨年度、模擬講義をしていた

だいた先生から「中央生の聞

く態度が素晴らしい！」「質疑

応答の時間が大変有益だっ

た！」とお褒めの言葉をいた

だきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

※共通テスト出願に向けて 
（３年生のみなさんへ） 

 

9/7(木 )に共通テストの

「受験案内」を配付し、記入

に関する説明会を実施しま

す。いよいよですね！ 

 

今回は予告編として心がけて欲しいことを

いくつかお知らせします。自分の受験ですから、

自分で確認しておきましょう。詳細は 9/7 に！ 

 

＜出願期間＞ 

令和５年９月 25 日(月)～ 

10 月５日(木)（消印有効） 

≪注意≫ 

受験者全員分の願書を学校でまとめて郵送し

ます。出願期間前に全員分のすべての書類が整

うように協力をお願いします。 

 

＜試験期日＞ 

令和６年１月 13 日(土)・14 日(日) 

 

①願書冊子「受験案内」をよく読む 

 ・決められた通り記入しなければいけません。 

 ・特に受験教科の事前登録は注意！ 

 

②担任等の説明をよく聞く 

 ・進路や担任の説明は要点を押さえています。 

 ・小さな疑問でも質問して解決する。 

 

③正確な記入と正確な行動を優先 

・速さではなく正確さを優先すべし。 

 ・思い込みや焦りは禁物。正確に丁寧に。 

 

④早めの準備を心がける 

・「後で」とか「明日」ではなくすぐ作業。 

 ・何があるかわかりません。焦らず早めに。 

 

⑤「受験案内」は合格＆入学手続き終了まで 

大切に保管 

・透明のパタントファイルに大切に保管。 

 

⑤あとは目標に向かって努力あるのみ 

・ひとつずつ努力を積み重ねるのみ！ 

・「 There’s no shortcut to success. 」 

（成功に近道なし） 

今年は本校３年生の 1/4 弱の生徒が総合型・推薦型試験の受験を希望している。希望者には面接、志

望理由書、小論文、口頭試問（試験官の質問に対して、受験者が口頭で答える形の試験）等が課せられて

おり、集団討論や実技を課せられている学部学科もある。さらに共通テストや学力テストを配点に加える

学部学科がそれぞれ 25％程度、配点には加えないが共通テストの受験を課すものも多い。 

 

  面接 

  9８％ 

  

志望理由書 

9３％ 

 

小論文 

6５％ 

 
 

 本校では総合型・推薦型試験の指導を希望する生徒に個別指導やグループでの集団討論、プレゼンテー

ションの練習を実施しており、夏季休業中から試験内容に応じて割り振られた担当者の下、早いところで

は９月から始まる試験に向けて準備が始まっている。 

  

「良い志望理由書とは」 

①具体的であること ～あなたでなければ書けない調べ、経験、取材があるかどうか～ 

②大学で何を学ぶかが社会との関連で明示されていること ～学びを社会貢献につなげる視点を～ 

③パンフレットに依存しないこと ～自分の主体、個性、リアリティを～ 
学研アソシエ 大堀精一先生のメールマガジンから抜粋、まとめ 

 

･･･を書けるようになるには１・２年生のうちから調べよ、経験せよ、取材せよ 

 

現 3年生の希望する 

推薦・総合型 
試験内容は？ 


